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入

所

式 

䣓
倉
田
さ
ん
䣍
み
ん
な
あ
な
た
を
待

䣬
て
い
ま
し
た
䣎 

心
配
な
事
は
沢
山
あ
る
と
思
う
け

ど
䣍 

       
一
つ
ず
つ
自
分
の
ペ
䤀
ス
で
ゆ
䣬

く
り
頑
張
䣬
て
い
き
ま
し
䣯
う
䣎 

  

よ
う
こ
そ
川
口
太
陽
の
家
へ
！
䣔 

(
荒
井) 

 

平
成
３
０
年
４
月
３
日
䣎
辺
り
の
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
は
少
し
ず
つ
葉
桜
に
な
り
䣍
早
い
春

の
訪
れ
を
知
ら
せ
て
く
れ
ま
し
た
䣎
そ
ん
な

晴
れ
や
か
な
春
の
日
に
䣍
川
口
太
陽
の
家
と

川
口
太
陽
の
家
・
工
房
集
に
フ
レ
䣹
シ
䣻
な

２
人
の
仲
間
が
加
わ
り
ま
し
た
䣎
め
䤀
べ
班

に
吉
野
孝
紀
さ
ん
䣍
あ
お
ぞ
ら
班
に
は
倉
田

拓
哉
さ
ん
で
す
䣎 

倉
田
さ
ん
は
緊
張
し
て
い
る
様
子
で
式
典

に
参
加
し
て
い
ま
し
た
䣎
し
か
し
䣍
そ
の
眼

の
奥
に
は
䣍
き
ら
り
と
光
る
希
望
に
満
ち
溢

れ
た
や
る
気
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
䣎
挨
拶
で

は
䣍
䣓
た
く
さ
ん
作
品
を
作
り
だ
し
た
い
で

す
！
䣔
と
䣍
こ
れ
か
ら
始
ま
る	

“
楽
し
み
”

が
ギ
䣻
䣹
と
込
め
ら
れ
た
頼
も
し
い
言
葉
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
䣎
実
習
の
時
に
も

目
を
輝
か
せ
て
䣍
ス
テ
ン
ド
づ
く
り
に
向
か

う
倉
田
さ
ん
に
䣍
早
く
も
巨
匠
に
な
る
香
り

を
感
じ
ま
し
た
䣎
肩
の
力
を
抜
い
て
䣍
倉
田

さ
ん
ら
し
く
頑
張
り
ま
し
䣯
う
䣎
最
後
に
祝

辞
を
述
べ
た
あ
お
ぞ
ら
班
の
先
輩
䣍
荒
井
さ

ん
の
言
葉
を
一
部
お
借
り
し
た
い
と
思
い
ま

す
䣎
䥹
あ
お
ぞ
ら	

小
川
䥺 

春
浦
和
特
別
支
援
学
校
を
卒

業
し
た
吉
野
孝
紀
さ
ん
が
今
年

度
新
し
く
川
口
太
陽
の
家
の
仲

間
に
加
わ
り
ま
し
た
䣎
吉
野
さ
ん

は
太
陽
の
家
で
の
実
習
の
経
験

か
ら
吉
野
さ
ん
に
と
䣬
て
良
い

活
動
場
所
と
し
て
め
䤀
べ
班
に

入
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
䣎
入
所

式
で
は
緊
張
し
た
様
子
で
し
た

が
最
後
ま
で
参
加
し
て
く
れ
ま

し
た
䣎
担
任
の
先
生
も
お
祝
い
に

来
て
く
れ
吉
野
さ
ん
は
楽
し
い

時
䣍
大
き
な
声
で
笑
う
素
敵
な
姿

が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
く
れ

ま
し
た
䣎
松
本
さ
ん
の
お
話
で
吉

野
さ
ん
自
身
が
太
陽
の
家
を
選

ん
で
く
れ
た
と
い
う
言
葉
が
印

象
に
残
䣬
て
い
ま
す
䣎
選
ん
で
く

れ
て
よ
か
䣬
た
と
思
え
る
よ
う

に
そ
の
気
持
ち
に
応
え
た
い
で

す
䣎 私

自
信
も
２
年
目
の
新
人
な

の
で
同
じ
新
人
同
士
こ
れ
か
ら

様
々
な
経
験
を
積
み
な
が
ら
共

に
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
䣎䥹
め
䤀
べ	

富
崎) 

 



                           

    

               

新

任

職

員

紹

介 

は
じ
め
ま
し
て
４
月
よ
り
川
口
太
陽
の
家
あ
お
ぞ
ら

班
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
渡
辺
恵
で
す
䣎
あ
お
ぞ
ら
班
で
は

ス
テ
ン
ド
に
つ
い
て
日
々
勉
強
中
で
す
䣎 

趣
味
は
䣍
旅
行
や
カ
フ
䣷
巡
り
䣍
映
画
鑑
賞
と
気
分
転

換
に
出
掛
け
る
の
が
好
き
で
す
䣎
カ
フ
䣷
巡
り
で
は
古
民

家
カ
フ
䣷
を
見
つ
け
て
は
䣍
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
ア
䣹
プ

し
て
い
ま
す
䣎
週
末
に
な
る
と
映
画
の
レ
イ
ト
シ
䣼
䤀
に

出
掛
け
る
の
が
マ
イ
ブ
䤀
ム
で
す
䣎 

前
職
は
䣍
竹
の
塚
に
あ
る
福
祉
施
設
で
働
い
て
い
ま
し

た
䣎
保
育
園
や
福
祉
施
設
で
働
い
て
い
た
以
外
も
䣍
旅
行

会
社
や
出
版
関
係
の
仕
事
も
経
験
し
て
き
ま
し
た
䣎
福
祉

の
仕
事
に
つ
い
て
の
経
験
は
浅
い
で
す
が
䣍
沢
山
の
人
に

作
品
を
広
め
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
䣎
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
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  初
め
ま
し
て
䣎
４
月
よ
り
み
ぬ
ま
福
祉
会
に
入
職
し
ま

し
た
森
村
拓
馬
で
す
䣎
今
は
太
陽
の
家
の
サ
ン
だ
い
ち
で

仲
間
た
ち
と
過
ご
し
て
い
ま
す
䣎
簡
単
な
趣
味
等
の
紹
介

で
す
が
䣍
野
球
観
戦
や
ダ
䤀
ツ
䣍
美
味
し
い
グ
ル
メ
巡
り

を
し
て
休
日
を
満
喫
し
て
い
ま
す
䣎
又
䣍
週
一
回
の
ペ
䤀

ス
で
野
球
も
し
て
体
を
動
か
し
て
健
康
に
も
気
を
付
け

て
い
ま
す
䣎
䥹
笑
䥺 

前
職
で
も
福
祉
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
䣍
み
ぬ
ま

福
祉
会
で
は
何
も
分
か
ら
な
い
新
人
な
の
で
䣍
一
日
一
日

を
大
切
に
䣍
日
々
を
積
み
重
ね
て
行
き
䣍
プ
ロ
フ
䣷
䣹
シ

䣼
ナ
ル
に
な
れ
る
様
䣍
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
の
で
䣍
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
䣎 

 



 

 

 

           ～今月の各班の想い～ 

  

 

  

 

  

 

  

 

 

 

  

 

 

じゅうに 

サンだいち 
 

めーべ 
今年度から新しい仲間の吉野さんが加わり、平均年齢が少し若

くなった（!?）めーべ班です。吉野さんは集の庭がお気に入りの

ようで、庭で走ってみたり、座って葉っぱを触ってみたり…集で

の日常となっています。 

そんな中、吉野さん家からお花をたくさんいただきました！み

んなで集の庭に植えて賑やかに！吉野さんもみんなも居心地良い

集の庭となるように、手入れもみんなで頑張りたいと思いま

す！！（蒲生） 

 

 

 

4 月 11 日(土)に毎年恒例のお花見に行きました。通船堀脇の野原

で前年度末に行なわれた仲間全体打ち上げで景品として頂いたお菓

子を持って、ブルーシートを広げて車椅子から降りて身体を伸ばし

ました。今年は、例年より桜が早く満開を迎えたので桜の花びらが

強い風に乗って仲間の頭の上やみんなの上に猛吹雪のように舞い降

りてきました。その様子にみんなワイワイ盛り上がって、そのハプ

ニングを楽しんでいました！外で、お菓子を食べて、ジュースを飲

むだけでこんなに楽しいのだなと仲間の様子を見て思いました！！

今年度もじゅうに班をよろしくお願いします。（大川） 

 

今年も始まりました。サンだいち。みんな元気に活動して

います。職員の森村拓馬（もりむらたくま）さんが新しく加

わり、今年度は総勢 24 名で取り組んでいきます。4 月から

ウエスの大量の注文を頂きました。年度が始まっていきなり

ウエス！！いきなり強化月間！！いきなり材料不足。本当に

嬉しい限りです。サンだいちのウエスを楽しみにして下さる

人が沢山いるのです。心をこめてウエスを作っていきたいで

すね。今年もサンだいちらしく 1年間を過ごしていきたいと

思います。只今ウエスの材料大・大募集です。（高橋） 
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きらっと 

あおぞら 

 

青年隊 

４月から、あおぞら班に２名の新しい仲間が増えました！仲間

の倉田さん、職員の渡辺恵さんです。歓迎会では、二人が好きと

いうコーヒーを持ってさぎ山公園へ行きました。インスタントで

はなく挽いた豆からコーヒーを落とし、その日の朝からあおぞら

の部屋から漂うコーヒーの匂いに、他の仲間たちもうっとり…。

天候は桜の散った後の強風吹きすさぶ中でしたがなんのその、美

味しく頂きました。これから一年、仲良くやっていきましょう

ね！ さて、今月は楽の蔵にて「寄せ集む展」が開催されました。

今回も素敵にステンドグラスが飾られ、仲間たちも「売れている

かな？」とドキドキしています。（園部） 

 

今年度、あおぞら班からきらっと班に異動になりました

志村です。よろしくお願いします。きらっとの仲間の顔ぶ

れは知っているものの、ゆっくりじっくりと一緒に仕事を

したことがなかったため、これから過ごす時間が楽しみで

す。２０日、サプライズで歓迎会を行なってくれました。

司会から余興まで心がこもった演出に、これから始まる

日々に楽しみを感じています。仕事に外出に、頑張る時間、

楽しむ時間、たくさんの時間を明るく共有していきたいと

思っています。(志村) 

  

 

 

今年
こ と し

は仲間
な か ま

のメンバーはかわらず、職員
しょくいん

はふたり抜
ぬ

けた分
ぶん

も、青年隊
せいねんたい

の仲間
な か ま

と

職員
しょくいん

で支
ささ

え合
あ

いながら、みんなで一緒
いっしょ

に楽
たの

しく、わかりやすい話
はな

し合
あ

いができ

ればいいと思
おも

います！（渡邉
わたなべ

あや） 

いろんな議題
ぎ だ い

について、わかりやすくみんなに伝
つた

えたいです。（関
せき

翔
しょう

平
へい

） 

みんながんばりましょー！発表会
はっぴょうかい

やりましょう！！（渡辺
わたなべ

孝雄
た か お

） 

 

 

太田窪の貯水池まわりへ、毎年恒例となったお花見へいってきました。 

今年は開花が早く、桜があるかなあと話していましたが、お花見地点に着くと満開の桜が出迎えてくれまし

た。年度が変わっても一年が経ったのだと実感はうまくつかめませんでしたが、私の初勤務の日が去年のこ

の日であったことを思い出すと、一年が経ったのだなあとしみじみ感じました。 

川口ロータリークラブさんのご厚意で今年もたくさんのご馳走を頂き、仲間も大満足です。麗らかな春の一

日を満喫出来ました、ありがとうございました。（熊木） 
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授産報告（４月）  
＜収入＞	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  	 	 	 	 ＜支出＞ 

 
 
	  
 
 

 
 
 
 
 

種目  金額  摘要  

ウエス  45,100	 	 	 	   
織り  22,090	 	 	   
絵画  213,140  
詩  0  

古本・古着  1,260  
粘土製品	 	 0	  

ステンドグラス  19,680  

ダンボール作品	 	 	 	  0  
和紙・木工  3,000  
牛乳パック  9,400  
その他  73,000  

給与の為、通帳から

の繰入  

0  

前月からの繰入  0  
合計  386,670  

項目  金額  摘要  

賃金  270,331  
賞与  0  
材料費  0  
経費  0  
その他  0  

通帳への繰入  116,339  
作品展準備金  0  

合計  386,670  

～今月の新作～ 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

	

	

 

	

	

  

 

 
 

 

 	
 

ジェットコースター 伊藤裕（あおぞら） 

 



５月	 予定表 

 
 
 
	 4 月、新しい仲間を 2 名迎えて新年度が
スタートしました。 
	 新年度になり、障害者自立支援法の施行

後、総合支援法になり 3年に 1回行われて
いる障害福祉の報酬改定が提示されました。

昨年より施設長になり、施設を運営する立

場になってから感じていることですが、こ

の報酬改定、なぜ「報酬」の「改定」なの

だろうか？そもそも「報酬」という言葉を

使っていることに違和感を感じてしまう。

自立支援法までは「支援費」といわれてい

たが、自立支援法の実施後は、障害福祉の

支給を介護保険の「介護報酬」に合わせる

ために変更になったとはいえ、障害福祉に

関わる公費は、支援を受けるために支払わ

れるものだから、「報酬」ではなく「支援費」

または 
 
「給付費」というべきではないかと思う。 
また、「改定」ではなく、支援を良くするた

めの見直しなのだから、「改善」というべき

ではないだろうか。 
	 一昨年、北欧に研修に行った際に学んだ

が、福祉先進国と言われているスウェーデ

ンやデンマークでは消費税は 25％と日本
に比べて高いにもかかわらず、国民の意識

としては税金が福祉や社会保障にきちんと

使われていると感じているため、政治への

信頼があるという。日本はどうなのだろう

か…これから高くなるであろう消費税は、

はたして福祉や社会保障にどれだけ使われ

るのだろうか。ニュースを見れば、捏造だ、

セクハラだ、パワハラだ…と騒いでいる日

本の政治を見ていると怒りを超えて、悲し

くなってくる。	 （川口太陽の家：黒田） 

施設 法人・後援会・暮らしの場 施設 法人・後援会・暮らしの場

1 火 16 水 暮らしの場仲間部会

2 水 17 木

3 木 18 金

4 金 19 土 休み

5 土 20 日

6 日 21 月 消防・避難訓練

7 月 22 火

8 火 23 水

9 水 常任理事会 24 木

10 木 家族会役員会 25 金

11 金 26 土 職員会議（仲間休み）

12 土 クラブ 27 日

13 日 ふれいあいの森祭り 28 月 工房集運営会議

14 月 暮らしの場拡大中身つくり・建設部会 29 火 家族会

15 火 後援会施設巡りツアー「 30 水

31 木

5⽉ 予定表

施設長より	
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インフォメーション 

○「繰り返しの極意」	

会期：3月20日－6月10日10:00~17:30休館：毎週月曜日	

会場：もうひとつの美術館（栃木県那須郡那珂川町小口

1181-2）	

○シネマ・チュプキ・タバタ（映画館）	

・上映映画のチラシに4月武石トシ子さんの作品が使用。5

月は合津はるかさんの作品を使用。また、館内にて小森谷章

さんの作品が展示されています。	

〇楽風（らふ）さいたま市浦和区	

会期：6月16日～6月30日10:00-19:00	定休：毎週水曜日	

・ワンクリエイターコーナーにて金子隆夫さんの描きおろし

ぼやき作品が展示。	

色鉛筆(^・̂ ) 

 

～後援会からのお知らせ～ 
【今後の予定】 
・三役会	 	 	 	 ５／８	 	 	 川口太陽の家	 	 １０：３０～ 
・役員会	 	 	 	 ５／２３	 	 交流センター	 	 １０：３０～ 
・広報部（企画）６／１	 	 	 川口太陽の家	 	 １０：３０～ 
・事業部	 	 	 	 ５／１５	 	 川口太陽の家	 	 １０：３０～ 
・コンサート	 	 ５／２	 	 	 川口太陽の家	 	 １０：３０～ 
・カフェ	 	 	 	 ５／１４	 	 川口太陽の家	 	 １３：００～ 
 
・ふれあいの森祭り…５月１３日（日） 
・後援会総会	 	 	 …６月６日（水）	 交流センター 
・６／２９、３０	 みぬま福祉会新任職員研修 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 「後援会と運動」講義 

私事ですが、先月3月3日に入籍しました。 
6年間一人暮らしをしていたので、誰かと一緒に
住むことを毎日新鮮に感じながら生活していま

す。食生活はガラッと変わりました。今まで好

きな物を好きなだけ食べてきた不健康生活だっ

たのですが、ちゃんと野菜も食べ始めました。

少しずつ健康体に向かっている気がします（笑） 
	 今、教習所に通っています。トラックの運転

なんて人生で初めてのことなので、毎日心臓バ

クバクです・・・検定一回で合格できるように

イメージトレーニング頑張ります！！ 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （サンだいち：柿沼） 
 

 

 

17、8年程前になるだろうか。旅の途中、宮古島から
フェリーで那覇へ到着し、那覇から鹿児島行きのフェリ

ーを待つ間、私は港近くの公園のベンチで時間を持て余

していた。すると「お兄さん何処から来たの？」と、見

るからに路上生活されている方々からお声掛け頂いた。

その中の親分と思しき人物が「お兄さんにビールを買っ

て来い！」と弟分に千円を手渡した。弟分は早速酒屋に

行き、スーパードライを抱えて戻ると親分が一喝。「バ

カヤロー！オリオンだろ沖縄は！直ぐ交換して来

い！！」ドライで問題ないと答えたが、「折角の沖縄だ

から。それからアイツは必ずお釣りをチョロまかすんだ

よ。まぁ、駄賃みたいなもんだけど」そう言って親分は

拾った吸殻に火を付けた。（めーべ：小和田） 
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先日、自宅に息子の友達が遊びに来ました。ゲー

ム大好き、スマホ大好きな現代っ子らしく、家から

一歩も出ずに皆で過ごしていました。でもというか、

息子も高校生になったからか、バグったとか、容量

が何だとか、まあ、彼らの頭の中はそんな言葉が飛

び交っているようです。 
ゲームに皆で興じている姿を見ていると、とって

も楽しそうにしていて、これはこれで良いのかなと

思ったり。昔はテレビを観すぎるとバカになるとか

言われていました（昭和な話！）。 
それでも、食事だけはパクパク美味しそうに食べ

ていました。何だかそういう姿にホッとしたり、玄

関から入ってきた時に「お久しぶりです。」何て言っ

てくれたり。一泊してお風呂も入って帰って行きま

したが、また遊びに来て欲しいな、と思いました。

（じゅうに：大川） 
 

今年の誕生日で６０歳になります。まさ

か、自分が還暦を迎える年になるなんて思っ

てもいなかったです。自分が若いころ接した

還暦を迎えたような先輩たちは、色々な事を

達観し、見識深く羨ましいような、大人と言

いえる人達でした。ところが、いざ自分がそ

の年を迎えてみると、太陽の家ができたこ

ろ、３０を少し超えた、澤田さん、２０代の

高橋さんや私が、かんかんがくがく、けんけ

んごうごう、やっていた頃と、あまり自覚が

変わりません。世の中のことや、仲間や職員

のことで一喜一憂し、悩んでいる自分がここ

にいます。あの頃想像していた、大人になっ

ていない自分がここにいます。でもよく考え

ると、大人になるために生きてきたのではな

く、出会う出来事や、困難に向き合う連続が

私の生き方だったように思えます。その中

で、出会った多くの仲間たちが私の還暦の証

です。（総合施設長：松本） 


